
 

「石穿霤」 
“りゅう いしを うがつ” 

ホワイエに展示している書です。 

“石穿霤”とは、 

「小さなことを根気よく続けていれば、 

やがて大きなことを成し遂げられる」 

という意味の言葉です。 

 

文化とは長い時間をかけて育むもの、一朝一夕には成らず、 

長い時間をかけて取り組むことで、地域に根差した施設となるよう 

スワニーの創設期のスローガンとして掲げられたものです。 

 

青森県出身で、日本教育書道会名誉会長、古川暁洲氏の書です。 

 

 


